
SKA_02_関連付けに係る入力について
「マスターＢ／Ｌ番号（最上位）」に関連するハウスＢ／Ｌ・混載子Ｂ／Ｌ番号の件数が100件以上の場合、

ハウスＢ／Ｌ・混載子Ｂ／Ｌ番号に関連付ける「関連付けマスターＢ／Ｌ番号」は、

後続の「ハウスＢ／Ｌ貨物情報登録（ＮＶＣ０１）業務」等にて、「マスターＢ／Ｌ番号（最上位）」との間に

便宜上のＢ／Ｌ番号を付与して貨物情報登録を行う必要がある。 

ＳＫＡ業務にて、ハウスＢ／Ｌ・混載子Ｂ／Ｌ番号の件数に応じて「マスターＢ／Ｌ番号（最上位）」に関連付けを行う入力パターンの一例を以下に示す。

（１）マスターＢ／Ｌ番号（最上位）配下のハウスＢ／Ｌ・混載子Ｂ／Ｌ番号の件数が99件以内の場合

イメージ図

マスターＢ／Ｌ

（最上位）

AAAA-100

省略

ハウスＢ／Ｌ・ ハウスＢ／Ｌ・ ハウスＢ／Ｌ・

混載子Ｂ／Ｌ 混載子Ｂ／Ｌ ・・・ 混載子Ｂ／Ｌ

BBBB-001 BBBB-002 99件以内 BBBB-099

1送信20件まで

（Ａ）貨物情報の自動登録を行う場合の入力パターン

①前提条件

なし

②ＳＫＡ業務の入力内容

マスターＢ／Ｌ番号（最上位） AAAA-100 AAAA-100

貨物情報自動登録要否 1 1

関連付けマスターＢ／Ｌ番号 AAAA-100 AAAA-100

ハウスＢ／Ｌ・混載子Ｂ／Ｌ番号 BBBB-001 ・・・ BBBB-081

BBBB-002 BBBB-082

・・・ ・・・

BBBB-020 BBBB-099

③後続業務について

マスターＢ／Ｌ（最上位）が未搬入の場合は、「搬入確認登録（保税運送貨物）（ＢＩＡ）」業務を行う

マスターＢ／Ｌ（最上位）が搬入済の場合は、「混載ハウスＢ／Ｌ貨物確認登録（ＣＴＳ）」業務を行う

（Ｂ）貨物情報の自動登録を行わない場合の入力パターン

①前提条件

なし

②ＳＫＡ業務の入力内容

マスターＢ／Ｌ番号（最上位） AAAA-100 AAAA-100

貨物情報自動登録要否 △：入力なし △：入力なし

関連付けマスターＢ／Ｌ番号 △：入力なし △：入力なし

ハウスＢ／Ｌ・混載子Ｂ／Ｌ番号 BBBB-001 ・・・ BBBB-081

BBBB-002 BBBB-082

・・・ ・・・

BBBB-020 BBBB-099

③後続業務について

ＮＶＣ０１業務で混載子Ｂ／Ｌの登録・関連付けを行い、マスターＢ／Ｌ（最上位）が未搬入の場合は、ＢＩＡ業務を行う

ＮＶＣ０１業務で混載子Ｂ／Ｌの登録・関連付けを行い、マスターＢ／Ｌ（最上位）が搬入済の場合は、ＣＴＳ業務を行う
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（２）マスターＢ／Ｌ番号（最上位）配下のハウスＢ／Ｌ・混載子Ｂ／Ｌ番号の件数が9802件以上の場合

イメージ図

マスターＢ／Ｌ

（最上位）

AAAA-100

ダミーＢ／Ｌ

BBBB-DUMMY01

省略

ダミーＢ／Ｌ(1) ダミーＢ／Ｌ(2) ・・・ ダミーＢ／Ｌ(99)

BBBB-DUMMY0101 BBBB-DUMMY0102 99件以内 BBBB-DUMMY0199

・・・ ・・・ ・・・

99件以内 99件以内 99件以内

ハウスＢ／Ｌ・ ハウスＢ／Ｌ・ ハウスＢ／Ｌ・ ハウスＢ／Ｌ・ ハウスＢ／Ｌ・

混載子Ｂ／Ｌ 混載子Ｂ／Ｌ 混載子Ｂ／Ｌ 混載子Ｂ／Ｌ 混載子Ｂ／Ｌ

BBBB-00001 BBBB-00099 BBBB-00100 BBBB-00198 BBBB-09801

1送信20件まで 1送信20件まで 1送信20件まで

（Ａ）貨物情報の自動登録を行う場合の入力パターン（関連付けを行う場合）

①前提条件

関連付けマスターＢ／Ｌ番号が搬入確認済である

②ＳＫＡ業務の入力内容

ダミーＢ／Ｌ(1) ダミーＢ／Ｌ(1) ダミーＢ／Ｌ(2) ダミーＢ／Ｌ(2) ダミーＢ／Ｌ(99)

マスターＢ／Ｌ番号（最上位） AAAA-100 AAAA-100 AAAA-100 AAAA-100 AAAA-100

貨物情報自動登録要否 1 1 1 1 1

関連付けマスターＢ／Ｌ番号 BBBB-DUMMY0101 BBBB-DUMMY0101 BBBB-DUMMY0102 BBBB-DUMMY0102 BBBB-DUMMY0199

ハウスＢ／Ｌ・混載子Ｂ／Ｌ番号 BBBB-00001 BBBB-00081 BBBB-00100 BBBB-00180 BBBB-09783

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

BBBB-00020 BBBB-00099 BBBB-00119 BBBB-00198 BBBB-09801

③後続業務について

関連付けマスターＢ／Ｌを混載親Ｂ／ＬとしてＣＴＳ業務を行う

・・・
省略

省略

・・・ ・・・

・・・・・・
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（Ｂ）貨物情報の自動登録を行う場合の入力パターン（関連付けを行わない場合）

①前提条件

なし

②ＳＫＡ業務の入力内容

ダミーＢ／Ｌ(1) ダミーＢ／Ｌ(1) ダミーＢ／Ｌ(2) ダミーＢ／Ｌ(2) ダミーＢ／Ｌ(99)

マスターＢ／Ｌ番号（最上位） AAAA-100 AAAA-100 AAAA-100 AAAA-100 AAAA-100

貨物情報自動登録要否 1 1 1 1 1

関連付けマスターＢ／Ｌ番号 △：入力なし △：入力なし △：入力なし △：入力なし △：入力なし

ハウスＢ／Ｌ・混載子Ｂ／Ｌ番号 BBBB-00001 BBBB-00081 BBBB-00100 BBBB-00180 BBBB-09783

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

BBBB-00020 BBBB-00099 BBBB-00119 BBBB-00198 BBBB-09801

③後続業務について

関連付けマスターＢ／Ｌが搬入確認済みとなった後、ＮＶＣ０２業務で混載子Ｂ／Ｌの関連付けを行い、

関連付けマスターＢ／Ｌを混載親Ｂ／ＬとしてＣＴＳ業務を行う

（Ｃ）貨物情報の自動登録を行わない場合の入力パターン

①前提条件

なし

②ＳＫＡ業務の入力内容

ダミーＢ／Ｌ(1) ダミーＢ／Ｌ(1) ダミーＢ／Ｌ(2) ダミーＢ／Ｌ(2) ダミーＢ／Ｌ(99)

マスターＢ／Ｌ番号（最上位） AAAA-100 AAAA-100 AAAA-100 AAAA-100 AAAA-100

貨物情報自動登録要否 △：入力なし △：入力なし △：入力なし △：入力なし △：入力なし

関連付けマスターＢ／Ｌ番号 △：入力なし △：入力なし △：入力なし △：入力なし △：入力なし

ハウスＢ／Ｌ・混載子Ｂ／Ｌ番号 BBBB-00001 BBBB-00081 BBBB-00100 BBBB-00180 BBBB-09783

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

BBBB-00020 BBBB-00099 BBBB-00119 BBBB-00198 BBBB-09801

③後続業務について

関連付けマスターＢ／Ｌが搬入確認済みとなった後、ＮＶＣ０２業務で混載子Ｂ／Ｌの関連付けを行い、

関連付けマスターＢ／Ｌを混載親Ｂ／ＬとしてＣＴＳ業務を行う

・・・ ・・・

・・・ ・・・
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